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8月6日、組合員の出向先の労働条件改善を求めてＳＥＫ（新幹線エン

ジニアリング株式会社）と団体交渉を開催しました。ダイヤ改正以降発

生している諸問題についての改善要求15項目にわたって協議をしました。 

 

『修繕職場』に関して、検

修庫 9 番線でのＣＩブロ

アの清掃作業については、

極力入線させないように

していること。また、作業

発生時には安全を考慮し

アタッチメント（作業器

具）の改良を取り組むこと

を確認しました。 

そして、作業に適した手

袋の貸与については、7 種

類ある中から誰でもいつ

でも使い勝手の良い手袋

を選択できること。そして、さらに良いものがあれば検討する用意があ

ることも確認できました。 

『交番検査』に関しては、作業体制の見直しによって作業効率が悪化

したため改善を求めたことに対して、「より良いものをめざしてやって

いるが、作業効率が悪いなど今後も意見があれば変えないこともない。」

という回答を引き出すなど、多くの成果を得ることが出来ました。 

 

 

一方、検修庫での暑さ対策や、設備上の問題点、そして強要と受け止

められるような時間外での体操の問題、ＪＫビル４階の小便所における

悪臭発生の問題など、まだ多くの課題が残っています。 

今後も引き続き、安全で健康で働きやすい職場環境の改善に向けて、

皆さんの声を基に取組みを強化していきます！！       

 


